
１．重要な会計方針

　（１）固定資産の減価償却方法

　　　　有形固定資産

　　　　　　定率法による方法を採用している。

　（２）引当金の計上基準

　　　（ⅰ）退職給付引当金

　　　　　職員に対する退職給付に備えるため、年度末における自己都合要支給額の１００％から

　　　　中小企業退職金共済事業本部からの支給額を控除した額の全額を計上している。

　（３）消費税等の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税込方式を採用している。

２．特定資産の増減額及びその残高

　 特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

特定資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

財政運営資金積立資産

特定費用準備資金

３．特定資産の財源等の内訳

　 特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

特定資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

財政運営資金積立資産

公益社団法人春日市シルバー人材センター

合　　　計 26,949,526 (0) (26,492,526) (457,000)

14,597,000 (0) (14,597,000) (0)

11,895,526 (0) (11,895,526) (0)

457,000 (0) (0) (457,000)

（単位：円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味

財産からの
充当額）

（うち一般正味
財産からの

充当額）

（うち負債に
対応する額）

3,000,000 200,000 3,200,000 0

合　　　計 31,509,526 200,000 4,760,000 26,949,526

16,127,000 0 1,530,000 14,597,000

11,895,526 0 0 11,895,526

487,000 0 30,000 457,000

財務諸表に対する注記

（単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高



４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。　 

補助金

連合交付金

(国庫補助金)

春日市補助金

運営費補助事業

６．重要な後発事象

　 該当事項はない。

合　　　　計 0 42,299,940 42,299,940 0

-

新型コロナウイル
ス感染症による小
学校休業等助成金

0 75,940 75,940 0 -

新型コロナウイル
ス感染症による小
学校休業等助成金

春日市 0 75,940 75,940 0

0 21,885,000 21,885,000 0 -

春日市 0 21,885,000 21,885,000 0 -

運営費補助事業 0 20,339,000 20,339,000 0 -

公益社団法人
福岡県

ｼﾙﾊﾞｰ人材
ｾﾝﾀｰ連合会

(補助事業者)

厚生労働省 0 20,339,000 20,339,000 0 -

（単位：円）

補助金等の
名称

交付者
前期末
残高

当期増加額 当期減少額
当期末
残高

貸借対照表上
の記載区分

什器備品 1,611,350 1,423,783 187,567

合　　計 12,288,998 8,282,564 4,006,434

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

車両運搬具 10,677,648 6,858,781 3,818,867

（単位：円）


